
令和４年度 第３回川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会 次第 

 

日 時  令和５年２月１２日（日） 午後１時００分～ 

 

場 所  麻生区役所 大会議室 

      

次 第 

１ 開会 

２ 市民自主学級・市民自主企画提案会 

３ 選考委員会（第１会議室へ移動） 

４ 議事 

 （１）令和４・５年度協議テーマの選定について 

（２）その他 

 

次回以降の予定  

令和５年度第１回専門部会  令和５年５月を予定 

（詳細な日程については後日調整いたします） 
 



委員名 テーマ１：空き会議室の有効活用について テーマ２：麻生文化センター中庭スペースの有効活用について 新たなテーマ・アイデア等

井上
部会長

　市民館利用者としては、是非取り組みたいテーマです。運用について、
利用のし易さもさることながら、職員の方々の負担が増えないようシステ
ム構築が必要ですし、安全面もキッチリと考えていく必要があると思いま
す。

　先日、図書館側に10人くらいが寒いところで並んでいました。活
用を考えていただくとよいと思います。

　３年後に指定管理者による運用が開始され
るにあたり、パブコメを読んで種々の意見
や、疑問点があることが解りました。今後、
利用者・市民館部会メンバーとして予測？危
惧される問題や課題について、事前に話し合
い、提案したいと思います。私も含め、メン
バーの知識に差があり、当面は勉強会からス
タート出来ればと思います。

横川
副部会長

山本委員

　今回の提案には大いに賛同します。図書館の閲覧室や学習室の席は埋
まっていることが多く、コロナ禍において間隔を空ける必要からも、学習
室機能を含めたフリースペースがあることは喜ばれると考えます。図書館
に案内表示をするなど、周知を広める工夫もあるとよいと思います。あと
は一定のルールづくりをどうするかですね。

　この提案にも基本的に賛同します。”読書のまち”を掲げる川崎
市の取り組みにこうした活動が加わることはプラス効果になるとい
思います。営利目的に傾かない、また、他の目的で訪れる人の支障
にならないようなものにしたいものです。

菅原委員

　＜色々な方々に使っていただけるようにするには＞時間帯で棲み分けよ
うにするのが良いと思います。子どもたちの学習には何時頃がよいか。子
どもが学校に行っている間は大人が使えるようにする等です。時間を明確
にすることが大切と思う。夏休み中は特別時間帯を設けることも工夫でき
るでしょう。「私語を禁じる時」「あえて私語を交わす」のチャンネルの
切り替えがあってもよいのでは。

　「市民館職員」だけの運営ではなく、「図書館の方々」、「子ど
も達の相手の活動をしている市民団体」、「子育て中の親」等々の
共同計画にる運営が望まれます。連携する団体を幅広く考えること
が大事です。「中庭スペース」しかり「市民館事務所下のステー
ジ」ですが、暗い。この暗さを解決するには、使用方法により明る
くするライトを。スイッチは目立たない所に別づくり

　「指定管理者制度を学ぼう！！」指定管理
者制度の方向が強い（決定）のようだが、こ
のような重要事項については、まず専門部会
でフリートークを行う時間をとりませんか。
・問題点を明らかにすれば、自ら、解決策は
生まれてくると思われます。
・決定事項といわれてしまうと、発言者の意
欲を欠くような進め方では、アイデア・方向
性が生まれないと考えます。

「令和４、５年度のテーマ」に関する御意見及び市民館の考え方

　体系的に整理できてませんが、利用者の立場（文化協会というよりは個人的な俳句関連、絵画の関連の会などの立場から）

１．会議室の予約状況が誰にでもわかるようなオープンな方が良い。
　（やまゆりの方式の方が良い）今どんな予約状態にある簡単にわかること。

２．会議室の利用料
　長い間使用料の体系変わらず、午前・午後・夜と傾斜して高くなっているがこの根拠はどこからきているのか？今の市民の年齢構成とかグループの性格の変化とかを加味してみたときこの
体系は妥当なものなのか？どのような基本的な考え方で市民へ施設を提供しようとするのかというところを整理してみるべきではないか。

３．今回空き会議室の有効利用という観点からのアプローチと思いますが、市民館へ市民がもっと自由に入ってきて、活動が出来るようにするにはどうしたら良いかを考えてみる必要あると
思います。私の俳句の会で出入りしている経験から例えば　藤沢市の市民活動推進センター、横浜市青葉区のあざみのアートフォーラムいずれも会議室（予約）のほかに交流スペースがあ
り、5～6人位のグループが自由に使えるようなシステムがあり、結構な広さがあります。（やまゆりのサロンのような感じ）ちょっと集まってとか言う感じが良く人が集り易いように思いま
す。総文連の文化かわさきの編集会議に中原市民館へ行きますが、あそこも少し自由度あるよう　に見えます。

４．管理のコストの問題とか市民館の出来た時代の差とかもあるかと思いますが、基本は現在の市民にどのようなスペースを提供できれば、より人の集まりやすい状態が作れるかというとこ
ろをもう少し詰めてみた方が良いのではないかと思います。が　これが非常に難しい問題で　私などほんの一部しか見えていませんし、行政サイドでの難しさなどわかりませんのでどう整理
して意見具申していいかわかりませんが、折角の機会ですので、感じたところを取り合えずお伝えします。



三上委員

　調査していただけるとのことでしたが、通常みていると、日中の空き部
屋は少ないと思われます。（料理室は空いてますが）
　テーマとして扱うのであれば、空き会議室というよりも、夜間の有効活
用または、若い世代の活用促進が現状にふさわしいのではないでしょう
か。

　これまで有効に活用されていなかったスペースですので、専門部
会として、活用を考えるというのは良いと思います。合わせて、ま
ちのひろば（コミュニティ施策）、図書館との連携で、事業を拡
げ、協働して行うことで、今後の市民館の活性化につながると感じ
ます。

　本日の専門部会で、角田さんや菅原さんか
らも出ていましたが、市民館の今後を考える
場として、例えば、テーマとして「麻生区ら
しい市民館・図書館とは？～指定管理に向け
て～」を、ワールドカフェ形式で自由な話し
合いの場を設けるなど。麻生区だけが他区と
違い、今後の改修や移転もなく、市民館・図
書館が一緒に指定管理に入る形です。もっ
と、市民の意見を聞く機会を設け、専門部会
としても、指定管理の方向性や仕様などにつ
いて、考えていくようにしてはどうでしょう
か。

角田委員

　空き会議室の有効利用といっても、「社会教育」「生涯学習」としての
利用なので、関心がある方と実行委員会形式で考える場を持って議論でき
ないか。社会教育として利用するのであれば、利用者と思われる層の意見
も聞くべきである。
　また、空き会議室の有効活用については、いつ使えるのかわからないよ
うな広報では、利用者に情報収集の負担があり、定着しないと思う。あら
かじめ希望がある方に登録してもらって一斉送信するようなしかけなど、
必要と思われる。
　会議のおりに学習スペースとしての活用が提案されていた。これは「空
き会議室」で対応するのではなく、毎週１日、ある時間に限ってその会議
室を学習の場として提供する、必要であれば個別に支援者が対応する（読
み書きなどの基礎学力保障は特にそれが必要）のが望ましい。麻生区の日
本語教室の参加者や障がいをもつ方の支援者、貧困家庭の子どもの学習支
援者、高齢者の学びなおしなどをおこなっている市民団体など、相談して
掘り起こせばニーズは多様にあると思われる。

　一箱古本市のアイデアはとてもいいと思う。定期的に開催する
と、「読書のまち・かわさき」運動も盛り上げられる。川崎市図書
館ともの会など、図書館関係者のお話を聞き、かつ、各地の事例を
調査をして（人手が足りないのであれば、角田も協力できま
す！）、近隣の大学図書館司書課程の学生なども関係してもらって
運営主体をつくることができるといいのではないか。また、古本市
が面白いと思っている参加者も運営主体にかかわってもらえるよう
呼びかけたり、その方が居住地などで一箱古本市をしてもらえるよ
うになるといいと思う。開催が積み重なれば、図書館・市民館連携
イベントなども可能になりそうである。

「麻生区市民館・図書館の指定管理者制度導
入について」
川崎市として指定管理者導入制度導入を決定
し、麻生区の市民館・図書館は指定管理者に
一体管理という案になっている。区民の多く
は指定管理者制度じたい知らないと思われ
る。導入でどう変わるのか、導入後ではなく
導入前に調査研究を行い、その過程で区民の
多くから意見や感想など伺いたい。
　１つのテーマしか物理的、時間的にできな
いということであれば、長期にわたり影響が
あるこのテーマで行うべきと思っている。
　通常の専門部会の回数ではできないという
ことであれば、臨時会議、プロジェクト形
式、公開学習会など、実施内容や方法も考え
ながら進めていきたい。

　市民館への指定管理者制度の導入につきま
しては、関係団体への説明やパブリックコメ
ントなどを通じて、市民の皆様からご意見を
頂き決定したところでございます。その際、
頂いた様々なご意見を踏まえながら、麻生市
民館を含め市全体として、多様なニーズへの
対応やサービスの充実に向け指定管理者制度
の導入を進めており、「専門部会」という場
におけるテーマとしては、そぐわないと考え
ているところでございます。ご意見として承
り、所管部署と情報を共有してまいります。

市民館
の考え

　ご意見にございますとおり、活用にあたっては、利用しやすさにあわ
せ、職員の事務負担や安全面を考慮しながら、検討を進めていく必要があ
ると考えております。
　「学習フリースペース事業」（別紙１）を実施している狛江市にヒアリ
ングしたところ、利用のしやすさという観点からは、主に１か月前に翌月
の開放会議室一覧をHPに掲示しており、常に数名程度の利用があるとのこ
とでした。しかしながら、本市民館においては、貸館業務として会議室利
用者や歳入の確保の観点も考慮する必要があると考えております。また、
夏の試行実施を踏まえ、コロナ禍前である令和元年度6月～9月の第1～3会
議室及び和室の空き状況を調べたところ、8月が最も高い結果(6月120コ
マ、7月125コマ、8月241コマ、9月134コマ)（参考資料）となりました。
　つきましては、ターゲットしては、お盆連休の社会人、夏休みの学
生、、図書館の閲覧者（7，8月に満席となることが多い）などを想定し、
8月中の午前及び午後対象とし、週末に翌1週間分、開放会議室等の一覧を
HP等に掲載する方向での試行実施を想定します。ただ、課題として、他の
月は概ね会議室利用率が高く、（試行実施の結果次第ではありますが）通
年開放や他の期間に拡大する余地は乏しいと考えております。
 なお、令和元年度専門部会にて新設された交流スペースにつきまして
は、限られたスペースの中で、特定の方による長時間の占有が見受けられ
他の利用者から苦情もあったこと、またコロナ禍もあり閉鎖しているもの
でございます。さらに、wi-fi環境が整備され、スペース利用者の中にパ
ソコン利用者も想定されてくることから、再開にあたっては、新たな運用
ルールを定める必要があると考えております。

ご意見にございますとおり、「読書のまち・かわさき」や市民館・
図書館連携などのを踏まえながら、コミュニティ活性化の観点から
進めていく必要があると考えております。
「一箱古本市」につきましては、基本的に、民間団体が主催する事
例が多くなっております。昨年11月に実施した岸和田市立図書館
（市直営施設)（別紙2）にヒアリングしたところ、応募者には、事
前に店主マニュアルをお渡しし、お堀の公園に35店が出店し、金銭
授受が想定される場を市が作ることについては、特に議論にはなら
なかったとのことでした。
　本市においては、事業の継続性や金銭授受等の観点から、民間の
団体等が運営主体となることが望ましいと考えております。また、
運営手法については、前述の店主マニュアルに屋号や値付け、スケ
ジュール、売上集計報告などの記載があり、ノウハウを活かすこと
ができると考えております。
　今後の検討課題としては、引き続き運営主体の決定及び直営の場
合の金銭授受の可否があります。



利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ

午前 18 15 3 10 8 2 21 18 3 9 5 4 20 7 13 10 6 4 17 14 3 11 6 5

午後 18 14 4 10 10 0 21 16 5 9 7 2 20 9 11 10 9 1 17 15 2 11 9 2

夜間 18 12 6 10 6 4 21 13 8 9 7 2 20 8 12 10 5 5 17 13 4 11 3 8

小計 54 41 13 30 24 6 63 47 16 27 19 8 60 24 36 30 20 10 51 42 9 33 18 15

午前 18 15 3 10 8 2 21 15 6 9 7 2 20 8 12 10 7 3 17 14 3 11 9 2

午後 18 14 4 10 9 1 21 15 6 9 7 2 20 6 14 10 8 2 17 15 2 11 8 3

夜間 18 9 9 10 6 4 21 13 8 9 5 4 20 4 16 10 1 9 17 9 8 11 3 8

小計 54 38 16 30 23 7 63 43 20 27 19 8 60 18 42 30 16 14 51 38 13 33 20 13

午前 18 17 1 10 7 3 21 19 2 9 7 2 20 7 13 10 7 3 17 14 3 11 11 0

午後 18 17 1 10 10 0 21 18 3 9 8 1 20 12 8 10 8 2 17 16 1 11 10 1

夜間 18 11 7 10 6 4 21 12 9 9 4 5 20 10 10 10 5 5 17 10 7 11 4 7

小計 54 45 9 30 23 7 63 49 14 27 19 8 60 29 31 30 20 10 51 40 11 33 25 8

午前 18 14 4 10 6 4 21 17 4 9 8 1 20 5 15 10 4 6 17 9 8 11 6 5

午後 18 15 3 10 7 3 21 17 4 9 7 2 20 10 10 10 4 6 17 12 5 11 6 5

夜間 18 1 17 10 1 9 21 6 15 9 4 5 20 4 16 10 2 8 17 5 12 11 3 8

小計 54 30 24 30 14 16 63 40 23 27 19 8 60 19 41 30 10 20 51 26 25 33 15 18

午前 72 61 11 40 29 11 84 69 15 36 27 9 80 27 53 40 24 16 68 51 17 44 32 12

午後 72 60 12 40 36 4 84 66 18 36 29 7 80 37 43 40 29 11 68 58 10 44 33 11

夜間 72 33 39 40 19 21 84 44 40 36 20 16 80 26 54 40 13 27 68 37 31 44 13 31

合計 216 154 62 120 84 36 252 179 73 108 76 32 240 90 150 120 66 54 204 146 58 132 78 54

午前 18 14 4 10 6 4 21 18 3 9 8 1 20 15 5 10 7 3 17 16 1 11 6 5

午後 18 14 4 10 8 2 21 16 5 9 9 0 20 11 9 10 5 5 17 17 0 11 10 1

夜間 18 11 7 10 9 1 21 12 9 9 7 2 20 10 10 10 5 5 17 9 8 11 5 6

小計 54 39 15 30 23 7 63 46 17 27 24 3 60 36 24 30 17 13 51 42 9 33 21 12

麻生市民館会議室利用状況（令和元年６月～９月）

第１会議室
（５０名）

第２会議室
（２０名）

第３会議室
（30名）

９月

平日 土・日・祝

第４会議室
（15名)

会議室計

和室
（45名)

８月
平日 土・日・祝平日 土・日・祝

６月 ７月

平日 土・日・祝

参考資料



利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ 利用可能コマ 利用実績コマ 空きコマ

午前 20 14 6 8 7 1 19 19 0 11 7 4 21 10 11 9 5 4 18 11 7 10 9 1

午後 20 19 1 8 7 1 19 18 1 11 7 4 21 11 10 9 8 1 18 14 4 10 10 0

夜間 20 13 7 8 6 2 19 14 5 11 8 3 21 7 14 9 6 3 18 10 8 10 6 4

小計 60 46 14 24 20 4 57 51 6 33 22 11 63 28 35 27 19 8 54 35 19 30 25 5

午前 0 0 0 0 0 0 0 0

午後 0 0 0 0 0 0 0 0

夜間 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

午前 20 19 1 8 6 2 19 17 2 11 7 4 21 11 10 9 6 3 18 16 2 10 9 1

午後 20 17 3 8 6 2 19 19 0 11 10 1 21 11 10 9 8 1 18 17 1 10 10 0

夜間 20 7 13 8 5 3 19 6 13 11 4 7 21 7 14 9 2 7 18 8 10 10 6 4

小計 60 43 17 24 17 7 57 42 15 33 21 12 63 29 34 27 16 11 54 41 13 30 25 5

午前 20 19 1 8 6 2 19 13 6 11 6 5 21 10 11 9 5 4 18 14 4 10 4 6

午後 20 17 3 8 5 3 19 15 4 11 5 6 21 9 12 9 5 4 18 12 6 10 6 4

夜間 20 5 15 8 3 5 19 8 11 11 2 9 21 6 15 9 3 6 18 7 11 10 4 6

小計 60 41 19 24 14 10 57 36 21 33 13 20 63 25 38 27 13 14 54 33 21 30 14 16

午前 60 52 8 24 19 5 57 49 8 33 20 13 63 31 32 27 16 11 54 41 13 30 22 8

午後 60 53 7 24 18 6 57 52 5 33 22 11 63 31 32 27 21 6 54 43 11 30 26 4

夜間 60 25 35 24 14 10 57 28 29 33 14 19 63 20 43 27 11 16 54 25 29 30 16 14

合計 180 130 50 72 51 21 171 129 42 99 56 43 189 82 107 81 48 33 162 109 53 90 64 26

午前 20 17 3 8 7 1 19 16 3 11 6 5 21 11 10 9 4 5 18 16 2 10 9 1

午後 20 14 6 8 6 2 19 13 6 11 4 7 21 14 7 9 6 3 18 12 6 10 8 2

夜間 20 8 12 8 6 2 19 7 12 11 4 7 21 7 14 9 1 8 18 6 12 10 7 3

小計 60 39 21 24 19 5 57 36 21 33 14 19 63 32 31 27 11 16 54 34 20 30 24 6

和室
（45名)

平日

第１会議室
（５０名）

第２会議室
（２０名）

第３会議室
（30名）

第４会議室
（15名)

会議室計

麻生市民館会議室利用状況（令和４年６月～９月）

６月 ７月 ８月 ９月

平日 土・日・祝 平日 土・日・祝 土・日・祝 平日 土・日・祝



別紙1参考事例：狛江市中央公民館学習フリースペース







別紙２参考事例：岸和田市立図書館「お堀で一箱古本市」








